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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに 
 環境庁から「平成９年度化学物質環境汚染実態調
査」１）を受託し，塩化ビニル，p-tert-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆ
ﾙﾌｪﾉｰﾙ，6-tert-ﾌﾞﾁﾙ-2,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ，4,4'-ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆ
ﾙ及びﾃﾄﾗﾌｪﾆﾙｽｽﾞの６物質について，多摩川河口及び
川崎港における水質，底質及び生物（魚類）を対象と
して実態調査を実施したので，その結果を報告する。 
 
２２２２    調査方法調査方法調査方法調査方法 
2.12.12.12.1    調査対象物質及び構造式調査対象物質及び構造式調査対象物質及び構造式調査対象物質及び構造式 
 調査対象物質を表１に，その構造図を図１に示した。 
 
表３表３表３表３    調査対象物質調査対象物質調査対象物質調査対象物質    
  調査対象物質         水質  底質  生物 
  塩化ビニル               ○      ○ 
  p-tert-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ         ○      ○ 
  ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ                 ○      ○ 
  6-tert-ﾌﾞﾁﾙ-2,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ   ○ 
  4,4'-ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ        ○      ○      ○ 
  ﾃﾄﾗﾌｪﾆﾙｽｽﾞ               ○      ○      ○ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 図２図２図２図２    水質，底質，魚類試料採取地点水質，底質，魚類試料採取地点水質，底質，魚類試料採取地点水質，底質，魚類試料採取地点    

 
  
2.22.22.22.2    試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点２）２）２）２） 
 図１に示す多摩川河口（Ａ地点）及び川崎港（Ｂ地
点）の２地点における水質，底質及び魚類（スズキ）
を採取し試料とした。Ａ，Ｂ両地点ともに約50m四方
の範囲を一つの地点とし，分散した形で各々３検体を
採取した。各々の試料の概要を表２～４に示す。 

    
    
    

 

* 環境局公害部化学物質担当 



 

 

 

    調査地点        採取年月日     水温                 一般状況             

                                       (℃)         色 相       透明度（m） 

  多摩川河口 Ａ     9.9.18      21.0～21.3        灰黄緑色       1.5 

  川崎港     Ｂ     9.9.18      21.4～21.6        灰緑色        2.3～2.5    

 

表２表２表２表２    水質試料の概要水質試料の概要水質試料の概要水質試料の概要    
 
 
 
 

表３表３表３表３    底質試料の概要底質試料の概要底質試料の概要底質試料の概要    

 
 
 
 
 
 
 
 

表４表４表４表４    生物試料（魚類）の概要生物試料（魚類）の概要生物試料（魚類）の概要生物試料（魚類）の概要    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

図３図３図３図３    ＜塩化ビニル＞分析フローチャート＜塩化ビニル＞分析フローチャート＜塩化ビニル＞分析フローチャート＜塩化ビニル＞分析フローチャート 
 

図４図４図４図４    ＜＜＜＜pppp----terttertterttert----ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾌﾞﾁﾙﾌｪﾌﾞﾁﾙﾌｪﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙﾉｰﾙﾉｰﾙﾉｰﾙ,,,,    ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，6666----terttertterttert----ﾌﾞﾁﾙﾌﾞﾁﾙﾌﾞﾁﾙﾌﾞﾁﾙ----2,42,42,42,4----ｷｷｷｷ
ｼﾚﾉｰﾙｼﾚﾉｰﾙｼﾚﾉｰﾙｼﾚﾉｰﾙ＞＞＞＞分析フローチャート分析フローチャート分析フローチャート分析フローチャート    

図５図５図５図５    ＜＜＜＜4,4'4,4'4,4'4,4'----ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞分析フローチャートｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞分析フローチャートｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞分析フローチャートｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞分析フローチャート 
    

図６図６図６図６    ＜テトラフェニルスズ＞分析フローチャート＜テトラフェニルスズ＞分析フローチャート＜テトラフェニルスズ＞分析フローチャート＜テトラフェニルスズ＞分析フローチャート 
 
 

表５表５表５表５    ＜塩化ビニル＞＜塩化ビニル＞＜塩化ビニル＞＜塩化ビニル＞    測定条件測定条件測定条件測定条件 

 
 

表６表６表６表６    ＜＜＜＜pppp----terttertterttert----ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ,,,,    ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ，    

6666----terttertterttert----ﾌﾞﾁﾙﾌﾞﾁﾙﾌﾞﾁﾙﾌﾞﾁﾙ----2,42,42,42,4----ｷｼﾚﾉｰﾙｷｼﾚﾉｰﾙｷｼﾚﾉｰﾙｷｼﾚﾉｰﾙ＞＞＞＞    測定条件測定条件測定条件測定条件 

 

2.32.32.32.3    分析方法分析方法分析方法分析方法 
 分析方法は環境庁から指定された方法３）により実施し
た。各物質の分析フローチャートを図３～６に示す。 
 また，各物質のＧＣ／ＭＳの測定条件を表５～８に示
す。 
 

 

  調査地点             水深        一般状 況        含水率       強熱減量 

                     （m）       （外観、臭気）      （％）        （％） 

 多摩川河口 Ａ      3.5～ 6.0     灰黒色泥状     28～37        6.2～ 8.4 

                                   下水臭 

  川崎港      Ｂ     12.0～13.5     灰黒色泥状     47～60        8.4～11.4 

                                 硫化水素臭 

                                           （採取年月日は水質試料と同じ） 

 

  調査地点        採取年月日   標準和名    体長        体重         脂質重量 

                                          ｃｍ）       （ｇ）          (％) 

  多摩川河口 Ａ     9.8.28       スズキ    41～47    1,020～1,300    2.1～ 2.8 

  川崎港     Ｂ     9.8.28       スズキ    47～51      900～1,100    1.9～ 3.0

 

 
 
                                             脱離: 250℃ 
                 塩化ﾋﾞﾆﾙ-d3,3ng    ﾊﾟｰｼﾞ：3min 
                                            ﾄﾞﾗｲ : 1min 
 
 
 
 
                塩化ﾋﾞﾆﾙ-d3,      ｴﾀﾉｰﾙ         2700rpm          0.1ml 
                               300ng        10ml           10min 
 
 
 
 
 
    H２O 5ml 

 
水質試料 5ml  

 
ｻﾛｹﾞｰﾄ添加  

 
ﾊﾟｰｼﾞ＆ﾄﾗｯﾌﾟ  

 
ＧＣ／ＭＳ－ＳＩＭ  

 
ﾊﾟｰｼﾞ＆ﾄﾗｯﾌﾟ  

 
ＧＣ／ＭＳ－ＳＩＭ  

 
 底質試料 2g  

 
ｻﾛｹﾞｰﾄ添加  

 
 抽出  

 
 遠心分離  

 
 分   

 
 
 
   HCl 1ml               Empore Disk        ｱｾﾄﾝ１ml       ﾌｪﾅﾝｽﾚﾝ-d10        無水硫酸    Ｎ２吹付け 
   L ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸 500mg      SDB-XD             ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 6ml   ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10        ﾅﾄﾘｳﾑ         1ml 
                                            ﾍｷｻﾝ 2ml        10mg/l*100ul 
   
 
 
 
 
   2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ       Ｎ２吹付け     PFBB 溶液        室温      精製水 4ml   ﾍｷｻﾝ層 
      0.1ml      0.1ml       K2CO3           15 分      ﾍｷｻﾝ 1ml    約 0.5ml 
                                   80℃,30 分                  攪拌 
 
 
 
 
                     ﾘﾝ酸 1ml            留出液 500ml  AC  1ml    ﾌｪﾅﾝｽﾚﾝ-d10      無水硫酸 還元銅 2g 
                     10%硫酸銅 20ml      HCl 1ml       DCM 6ml    ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10      ﾅﾄﾘｳﾑ 
                     精製水 20ml         L-ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸   Hex 2ml    10mg/l×100ul 
                                          500mg 
                                  Empore Disk 
                                       SDB-XD 
 
           以下水質の＊から 

 
ｷｰﾊﾟｰ添加 
 

 
 濃縮 

 

 
誘導体化 
 

 
放冷 
 

 
 抽出 
 

 
脱水 
 

 
  GC／MS 測定 
 

 
水質試料 500ml 
 

 
  固相抽出 
 

 
  溶出 
 

 
  内標準添加 
 

 
  脱水 
 

 
  濃縮 
 

 
 底質試料 10g 
 

 
水蒸気蒸留 
 

 
固相抽出 
 

 
溶出 
 

 
 内標準添加 
 

 
脱水 
 

 
硫黄除去 
 

 
 
 
   NaCl 30g         ｱｾﾄﾝ 50ml      無水 Na２SO４   Sep-pak Plus ｼﾘｶｹﾞﾙ 
                    ﾍｷｻﾝ 100,50ml                1st ﾍｷｻﾝ 10ml 
                                                 2nd 3%ｱｾﾄﾝ-ﾍｷｻﾝ 8ml 
 
 
 
 
                   1N KOH/EtOH 50ml   ﾍｷｻﾝ 50ml  ﾍｷｻﾝ/ｴﾀﾉｰﾙ   精製水 50ml 添加 
                    加熱還流（１時間）            (1:1) 20ml    抽出後，ﾍｷｻﾝ 50ml で再抽出 
 
 
 
 
 
         精製水 50,25ml  無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ  5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ(5g,10mmφ) 
                                        1st ﾍｷｻﾝ 40ml 
                                        2nd  5%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ･ﾍｷｻﾝ 30ml 

 
水質試料 1000ml 
 

 
溶媒抽出 
 

 
脱水・濃縮 
 

 
固相ｼﾘｶｹﾞﾙ 
 

 
濃縮 
 

 
ＧＣ／ＭＳ 
 

 
 洗  浄 
 

 
脱水・濃縮 
 

 
 ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
 

 
濃縮 
 

 
ＧＣ／ＭＳ 
 

 
底質試料 20g 
生物試料 
 

 
アルカリ分解 
 

 
放冷 
 

 
ろ過 
 

 
 液々抽出 
 

 
 
 
                          ﾍｷｻﾝ 100ml     1ml 
                                         内部標準：ｸﾘｾﾝ-d12 
 
 
 
 
                        1N KOH/EtOH 100ml           水   500ml       2ml 
                         ２時間還流                  ﾍｷｻﾝ 100ml 
 
 
 
 
                         1ml 
      ﾍｷｻﾝ 10ml         内部標準:ｸﾘｾﾝ-d12 
  溶出:10%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ 5ml 

 
水質試料  500ml 
 

 
溶媒抽出 
 

 
脱水・濃縮 
 

 
 ＧＣ／ＭＳ 
 

 
ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶｰﾄﾘｯｼﾞ 
ｶﾗﾑｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ 
 

 
 濃縮 
 

 
 ＧＣ／ＭＳ 
 

 
底質試料 20g 
生物試料 
 

 
アルカリ分解 
 

 
ろ過 
 

 
溶媒抽出 
 

 
脱水・濃縮 
 

 
   項  目                             条    件 
 
  パージ＆トラップ 
  使用機器                       Tekmar LSC-2000 
  トラップ管                     VOCARB 3000 
  サンプル量                     5ml 
  パージ流量                     40ml/min 
  パージ時間                     4min 
  パージガス                     He 
  脱着時間                       5min 
  脱着温度                       160℃ 
 
  GC／MS 
 使用機器                       GC  HP 5890 
                                 MS  JEOL Automass-50 
 カラム                        AQUQAIC 60m × 0.25mmφ × 1.0μm 
 カラム温度                    40℃(7min)－15℃／min－200℃(5min) 
 キャリアーガス                Ｈe 
 イオン化法                    ＥＩ 
 イオン化電圧                  70eV 
 インターフェイス温度          200℃ 
 イオン源温度                  200℃ 
 イオン化電流                  300μA 
 検出器電圧                    -0.7kV 
 モニターイオン                塩化ビニル     62, 64 
     （ｍ／ｚ）            塩化ビニル-d3      65, 67 
 

 
   項  目                                  条    件 
 
 使用機器                       GC  HP 6890 
                                 MS  HP 5973 MSD 
 カラム                         DB-1701  30m × 0.25mmφ × 0.25μm 
 カラム温度                    50℃－10℃／min－280℃ 
 注入口温度                    250℃ 
 注入方法                      Splitless(purge off 1.0min) 
 キャリアーガス                He 
 注入口ガス                    12 psi 
 イオン化法                     EI 
 イオン化電圧                  70eV 
 インターフェイス温度          280℃ 
 イオン源温度                  250℃ 
 モニターイオン                p-tert-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ    315, 330 
         （ｍ／ｚ）              6-tert-ﾌﾞﾁﾙ-2,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ  358,  177 
                                 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ                315,  329 
                                 ﾌｪﾅﾝｽﾚﾝ-d10             188 
                                 ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10             212 
 



 

 

表７表７表７表７    ＜＜＜＜4,4'4,4'4,4'4,4'----ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ＞    測定条件測定条件測定条件測定条件 

 

表８表８表８表８    ＜テトラフェニルスズ＞＜テトラフェニルスズ＞＜テトラフェニルスズ＞＜テトラフェニルスズ＞    測定条件測定条件測定条件測定条件 

 

３３３３    調査結果調査結果調査結果調査結果 
 今回の調査における水質試料，底質試料及び生物
(魚類)試料の調査結果2)を表９に示す。 
3.13.13.13.1    水質試料の調査結果水質試料の調査結果水質試料の調査結果水質試料の調査結果 
 多摩川河口，川崎港共に塩化ビニルのみ検出された。 
他の成分は不検出であった。 
3.23.23.23.2    底質試料の調査結果底質試料の調査結果底質試料の調査結果底質試料の調査結果 
 多摩川河口，川崎港共に塩化ビニル，ノニルフェノ
ール,テトラフェニルスズが検出され，p-tert-ブチル
フェノール は不検出であった。 
3.33.33.33.3    生物試料の調査結果生物試料の調査結果生物試料の調査結果生物試料の調査結果 
 生物試料では分析対象物質である4,4'-ジブロモビ
フェニル，テトラフェニルスズは不検出であった。 
 
４４４４    考察考察考察考察 
 本調査は，本市を含め全国56地点の水質及び底質並
びに50地点の魚類を対象に実施された。４）  全国の調
査結果及び本市の調査結果について次に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1)  水質試料について検出されたのは塩化ビニルのみ
で，全国５地点で検出され,検出範囲は0.014～0.25
ng/ml，本市の調査結果はtr～0.014ng/mlであった。
なお，測定値の統計処理の関係で0.011ng/ml以下の
値はtrとして扱った。 

2) 底質試料について検出されたのは塩化ビニル，ノ
ニルフェノール,テトラフェニルスズであった。 

   塩化ビニルは全国３地点で検出され，検出範囲は
  0.0038～0.0050ug/g，本市の調査結果はtr～0.0040 
 ug/gであった。なお，0.0035ug/g以下の値はtrとし
て扱った。 

    ノニルフェノールは全国17地点で検出され，検出
範囲は0.16～1.3ug/g，本市の調査結果はtr～0.94 
ug/gであった。なお，0.15ug/g以下の値はtrとして
扱った。 

   テトラフェニルスズは全国５地点で検出され，検
出範囲は0.0060～0.50ug/g，本市の調査結果は nd
～0.50ug/gであった。なお，0.50ug/gは検出地点で
最高濃度であった。 

3)  魚類試料について検出されたのはテトラフェニル
スズで，全国４地点で検出され，検出範囲は0.0013
～0.0053ug/g，本市の調査結果は不検出であった。 

 
５５５５    まとめまとめまとめまとめ 
  川崎市では，水環境における化学物質対策として，
毎年数物質ごとの環境調査を行っている。環境庁の
「化学物質環境汚染実態調査」の受託事業についても
本市の化学物質対策の一環として位置づけ，今後も継
続してゆく予定である。 
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   項  目                                  条    件 
 
 使用機器                       GC  HP 6890 
                                 MS  HP 5973 MSD 
 カラム                        HP-5MS 30m × 0.25mmφ × 0.25μm 
 カラム温度                    50℃(2min)－20℃／min－120℃- 7℃／min-300℃ 
 注入口温度                    250℃ 
 注入方法                      Splitless(purge off 1.5min) 
 キャリアーガス                He 
 ｷｬﾘｱｰｶﾞｽ流量          1ml/min 
 イオン化法                    EI 
 イオン化電圧                  70eV 
 インターフェイス温度          240℃ 
 イオン源温度                  210℃ 
 モニターイオン                4,4'-ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ    312,  314 
     （ｍ／ｚ）            ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-13C6        290,  292 
 

 
   項  目                                  条    件 
 
 使用機器                       GC  HP 5890 
                                 MS  JEOL Automass-50 
 カラム                        HP-5MS 30m × 0.25mmφ × 0.25μm 
 カラム温度                    60℃(1min)－20℃／min－260℃- 10℃／min-290℃(4min) 
 注入口温度                    250℃ 
 注入方法                      Splitless(purge off 1.0min) 
 キャリアーガス                He 
 線速度                        44ml/min 
 イオン化法                    EI 
 イオン化電圧                  70eV 
 インターフェイス温度          250℃ 
 イオン源温度                  210℃ 
 イオン化電流                  300μA 
 モニターイオン                ﾃﾄﾗﾌｪﾆﾙｽｽﾞ  351,  349 
     （ｍ／ｚ）            ｸﾘｾﾝ-d12      240 
 

表９表９表９表９    水質試料水質試料水質試料水質試料，底質試料及び生物試料の調査結果，底質試料及び生物試料の調査結果，底質試料及び生物試料の調査結果，底質試料及び生物試料の調査結果    

物質名 水質(ng/ml) 底質(μg/g.dry) 生物(μg/g.wet)

Ａ地区 Ｂ地区 検出限界
検出
頻度

Ａ地区
Ａ地区

検出限界
Ｂ地区

Ｂ地区
検出限界

検出
頻度

Ａ地区 Ｂ地区 検出限界
検出
頻度

塩化ビニル
0.0098～

0.014
nd～

0.0044
0.0036 4/6

0.0028～
0.0038

0.0017
0.0026～
0.0040

0.0024 6/6 － － － －

p-tert-   　　ﾌﾞ
ﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

nd nd 0.086 0/6 nd 0.0069 nd 0.011 0/6 － － － －

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ nd nd 0.30 0/6
0.12～
0.94

0.024
0.068～

0.24
0.038 6/6 － － － －

6-tert-ﾌﾞﾁﾙ-
2,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ

nd nd 0.048 0/6 － － － － － － － － －

4,4'-ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾋﾞ
ﾌｪﾆﾙ

nd nd 0.031 0/6 nd 0.0025 nd 0.0039 0/6 nd nd 0.0015 0/6

ﾃﾄﾗﾌｪﾆﾙｽｽﾞ nd nd 0.016 0/6
nd～

0.0020
0.0010

0.0021～
0.50

0.0015 5/6 nd nd 0.0018 0/6

検出頻度単位：回


